
 

 

 

 

 

 

 

 

７月１５日（金）に、秋田市文化会館を会場に第２１回秋田県障害者技能競技大会（アビリンピックあきた

大会２０２２）が行われました。日頃から培った技能を互いに競い合う大会で、ワード・プロセッサ、表計算、喫

茶サービス、ビルクリーニング、木工、縫製、パソコンデータ入力の 7種目が競われました。 

本校からは高等部３年生の桜庭和裕さんが木工に出場し、金賞を受賞しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 職業科の授業で職業１グループが７月１３日（水）に、ザ・ビッグ長崎店、株式会社マルサ、ＪＡあきた白神能

代営農センターの三か所に分かれて、職場体験を行いました。地域の事業所で実際の仕事を体験すること

で、将来の生活や働くことへのイメージをもつことや、１１月からの後期現場実習に対する見通しをもつことが

できたようです。職業２グループの職場体験も、今後予定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋田県立能代支援学校 

進路指導部 NO.４ 

令和４年９月２２日発行 

進路だより 

ザ・ビッグ長崎店 

ＪＡあきた白神 

能代営農センター 

株式会社マルサ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～一般就労と福祉サービス利用について～ 
  夏も終わりに近づき、高等部３年生では進路実現のための個別実習や進路相談が個々に進められる時期
となりました。今回は卒業後の進路選択で多く例に上がる「一般就労」と「障害福祉サービス利用」の２つを
ご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※上記に関しての詳しい内容や、障害者手帳については４月に配付しました「令和４年度 進路のてびき」 
に記載しています。ぜひご覧下さい。 

一般就労 

・雇用契約を結び、

労働力の対価と

して給料をもらい

ます。 

障害福祉サービス利用 

  通常の事業所での雇用が困難な人に働く場所を提供するとともに、知識・能
力向上のために、必要な訓練を行います。 

就労継続支援 

Ａ型 

雇用契約を結び、給

料が支給されます。 

就労移行支援 

非雇用ですが、就労

に必要な訓練を原則

２４か月行います。 

就労継続支援 

Ｂ型 

非雇用ですが、工

賃が支給されます。 

生活介護 

生活に関する支

援を行います。 

 

 

新規事業所の「就労継続支援Ｂ型 チョコのしろ」を紹介します。施設内はとてもアットホームな雰囲

気です。現在は古本や古着のクリーニング作業をし、自社のリサイクルショップやフリマサイトで販売をし

ています。 

コロナウイルス感染症感染拡大の影響で、一般向けの内覧会などが延期されている状況ですが、資

料をいただきましたので、ご興味のある方は担任を通じて、進路指導部までお声掛けください。また、実

習の受け入れは可能とのことでしたので、後期からの高等部現場実習への協力をいただくことになって

います。 


